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第３章 調布市の福祉の共通事項 

市においては，「調布市地域福祉計画」「調布市高齢者総合計画」「調布市障害者総合

計画」を「福祉３計画」と呼称し，各分野の切れ目のない一体となった福祉の推進を

図っています。 

 そのため，福祉３計画においては，市の福祉の共通事項を次のとおりまとめていま

す。 

１ 福祉３計画に共通する背景 

（１）地域共生社会 

国は，「ニッポン一億総活躍プラン」（平成２８年６月閣議決定）で示された新しい

ビジョンである地域共生社会の実現に向けて様々な取組を展開しています。市におい

ても，こうした国の取組を踏まえて，福祉３計画相互の分野横断的な連携により，各

計画を推進する必要があります。 

 

 

地域共生社会とは，制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」と

いう関係を超えて，地域住民や地域の多様な主体が参画し，人と人，人と資

源が世代や分野を超えてつながることで，住民一人ひとりの暮らしと生きが

い，地域をともに創っていく社会を指しています。 

 

 
資料：厚生労働省「地域共生社会のポータルサイト」 
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（２）パラハートちょうふ 

市は，東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会の開催を契機として，共生

社会の重要性をさまざまな分野にわたる取組を展開していくに当たり，市のキャッチ

フレーズとして「パラハートちょうふ つなげよう，ひろげよう，共に生きるまち」

を定めました。国の地域共生社会の目指すところと「パラハートちょうふ」の理念は

共通しています。そのため，福祉３計画の推進においても，「パラハートちょうふ」の

理念に基づいて取組を展開していきます。 
 

 

市では，「パラハートちょうふ」のキャッチフレーズのもと，さまざまな障害に対

する理解を深め，一人ひとりが寄り添う心を持ち，手を取り合って暮らせる共生社

会の充実に取り組んでいます。 
 

（３）新たな総合福祉センターの整備について 

市は，総合福祉センターの施設の経年劣化や機能の改善等の課題を踏まえて，現在，京

王多摩川駅周辺地区への移転に向けた取組を進めています。 

新たな総合福祉センターの整備に当たっては，調布市地域福祉計画・調布市高齢者総合

計画・調布市障害者総合計画の「福祉３計画」及び調布市福祉のまちづくり推進計画との

整合を図りながら，各計画の将来像や基本理念の具現化を目指します。 

また，各計画の視点等を踏まえて，多世代・多様な主体が，あらゆる分野を超えて，認め合

い，支え合い，共に生きることができるまちづくりの中心的な施設となるよう取組を推進します。

併せて，高齢者，障害者，子ども，生活困窮者などの多様な利用者をはじめ，誰もが利用しや

すい施設となるよう，周辺のまちづくりを含めた，ユニバーサルデザイン・バリアフリーに配慮

した施設整備に向けた取組を推進します。 

このように，各計画と相互に連携を図りながら，新たな総合福祉センターは，その基本理念

に掲げた「地域共生社会を充実するための総合的な福祉の拠点」となるよう，取組を進めま

す。 

（４）ＳＤＧｓ 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ 持続可能な開発目標）とは，平成２７（２０１５）

年９月の国連サミットにおいて，日本を含む全１９３か国の合意により採択された国

際社会全体の共通目標です。「誰一人取り残さない」ことを目指し，持続可能で多様性

と包摂性のある社会の実現のため，平成２８（２０１６）年から令和１２（２０３０）

年までの間に達成すべき１７のゴール（目標）が定められました。 
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我が国では，平成２８（２０１６）年１２月にＳＤＧｓ実施指針が策定されました。

自治体においても，各種計画，戦略の策定等に当たってＳＤＧｓの要素を最大限反映

することを奨励するとともに，関係団体等との連携強化などにより，ＳＤＧｓの達成

に向けた取組を推進していくことが求められています。 

市は，市民をはじめ多様な主体と連携・協働しながら，ＳＤＧｓの目標達成につな

げるまちづくりを進めています。福祉３計画においても，調布市基本計画で定めたＳ

ＤＧｓの目標を念頭に取り組んでいきます。 

 

■福祉３計画で推進するＳＤＧｓの１７の目標 

計画 ＳＤＧｓ目標（ゴール） 

調布市地域福祉計画 

      

調布市高齢者総合計画 

（老人福祉計画，介護

保険事業計画） 
      

調布市障害者総合計画 

（障害者計画，障害福

祉計画，障害児福祉計

画） 

      

  

資料：「調布市基本計画（分野別計画）に位置付けた３０施策とＳＤＧｓの１７の目標との関係」をもとに作成 
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２ 将来像と基本理念 

令和６（２０２４）年度からの福祉３計画においては，以下のとおり，共通の将来

像と基本理念を定めました。 

（１）将来像 

 

 

 

 

（２）基本理念 

理念１ 誰もが自分らしく暮らし続けることができる地域社会 

誰もが住み慣れた地域や自らが選んだ場所で，自分らしく，いきいきと，安心

して，必要な支援を受けながら自立して暮らし続けることができる地域社会を目

指します。 

そのために，必要なサービスや支援が行き届く体制づくりと，主体的な活動や

自己決定による暮らし，社会参加を促進する環境づくりを進めます。 

 

理念２ 互いに認め合い，尊重し合い，ともに生きる地域社会 

年齢，障害の有無，性別，人種その他の違いにかかわらず，多様性を認め合い，

互いを尊重し合いながら，ともに生きる地域社会を目指します。 

そのために，一人ひとりの能力・個性・意欲等が発揮・尊重され，誰一人社会

から孤立することのない地域づくりに取り組みます。 

 

理念３ 世代や属性を超えてつながり，住民全体で支え合う地域社会 

一人ひとりが世代や属性を超えてつながり，互助・共助の担い手となって，住

民主体の支え合いによる地域社会を目指します。 

そのために，地域住民，地域組織，ボランティア，事業者などの多様な主体，

関係機関，行政が連携・協働しながら，地域全体で支え合う仕組みづくりを進め

ます。 

 

理念４ 多様なニーズに応じた切れ目のない包括的な支援体制 

複雑化・複合化する多様なニーズを把握し，受け止め，切れ目のない支援を一

体的・包括的に行う重層的な支援体制の充実を目指します。 

そのために，福祉分野のみならず他分野とも連携し，多機関協働による包括的

な支援や多世代・多分野の交流，多様な担い手が専門性や強みを生かす取組を進

めます。 

みんなで支え合う，誰一人取り残されない，ともに生きるまち 
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３ 福祉圏域 

（１）福祉圏域の地域区分 

福祉圏域は，福祉，教育，地域コミュニティ等の共通基盤である小学校区を基礎と

し，それらの複数で構成される８つの圏域（中学校区規模）です。 

多問題を有する個人や家庭が抱える福祉課題に対応するため，専門機関等の担当エ

リアの整合や地域での顔の見える関係づくりを行うことで，より重層的な支援による

解決を図る必要性があること等を踏まえ，福祉３計画の圏域の整理・統一化を図り，

共通の福祉圏域としています。 

統一した８つの福祉圏域には，多機関協働の中心的な役割を担う地域福祉コーディ

ネーターと，主に高齢者支援を担う地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）

を１人ずつ配置しています。また，地域包括支援センターの区域を福祉圏域と整合を

図っています。障害者福祉の分野は市内全域を１圏域としていますが，障害福祉課に

おいては，福祉圏域と整合を図った相談員の配置を行っています。 

今後も引き続き，８つの福祉圏域を基本に体制整備を進めることで，分野横断的な

連携がより円滑になり，複合的な福祉課題に迅速かつ効果的な支援ができるよう，福

祉３計画の連携強化を図っていきます。 

 

■福祉圏域の地域区分         下記    内の記載は小学校区の名称です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑ケ丘 

滝坂 

若葉 調和 

北ノ台 

深大寺 

上ノ原 

柏野 

八雲台 

第二 国領 

杉森 

布田 

染地 

富士見台 

多摩川 

第一 

第三 

飛田給 
石原 

➀緑ケ丘・滝坂小学校地域 
②若葉・調和小学校地域 
③上ノ原・柏野小学校地域 
④北ノ台・深大寺小学校地域 
⑤第二・八雲台・国領小学校地域 
⑥染地・杉森・布田小学校地域 
⑦第一・富士見台・多摩川小学校地域 
⑧第三・石原・飛田給小学校地域 

 

➀ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

④ 

⑤ 

③ 

② 
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（２）地域福祉を展開するための圏域の範囲の考え方 

地域福祉分野においては，市民・地域・行政等が一体となって地域福祉を推進する

ため，福祉３計画共通の福祉圏域を踏まえて，市全域（大圏域），市内８つの福祉圏域

（中圏域），市民に身近な小学校区（小圏域）という３層からなる圏域を基本に，それ

ぞれの圏域に応じた機能や体制を構築し，より効果的な取組や支援を推進していきま

す。 

なお，市単独では対応が困難なケースや専門性の高い対応が必要なケースにおいて

は，東京都や近隣市などとの広域連携を図ります。 

 

■３層構造の圏域 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中圏域】福祉圏域 

活動団体の情報交換や連携を図り，圏域内の福祉課題やニーズ

の掘り起こしを行うとともに，それを解決する取組を開発します。 

また，福祉関係機関同士等の顔の見える関係づくりを構築し，包

括的な相談体制の取組を行います。 

【大圏域】市全域 

市の基本的なサービスや市内各地域への支援，専門性の高

い相談への対応など，専門的・広域的な対応を図ります。 

【小圏域】小学校区 

地域での支え合い活動や見守り活動と

ともに，災害時に避難所運営等を図る防災

体制づくりなどを行います。 


